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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済環境は、為替や株価の不安定な変動により企業収益や個人消費

は停滞し先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 当業界におきましては、少子化が進む中、教育制度の変化や保育ニーズの高まり等により、教育や保育を取り巻

く環境が大きく変化し、社会における当業界への期待が高まっております。教育サービス業界から保育園・学童保

育などの事業への参入が増えるのと同時に、異なる業界からの教育事業参入により、サービスの複雑化と業界の再

編成が一層進んでおります。 

 当社では、このような外部環境の変化を見据え、平成26年に策定した「2020年ビジョン」の実現を引き続き目指

すため、学習塾事業において、独自の学習メソッドによる差別化を推し進めるとともに、保育や日本語教育など、

その他の事業において積極的な拡大展開を図ります。 

 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は6,683百万円（前年同期比112.9％）となり、前年同期に比べ761百万円増

加しました。営業利益は470百万円（同119.8％）となり、前年同期に比べ77百万円増加しました。経常利益は475

百万円（同120.6％）となり、前年同期に比べ81百万円増加しました。親会社株主に帰属する四半期純利益は306百

万円（同138.8％）となり、前年に比べ85百万円増加しました。 

期中平均生徒数（ＦＣ事業における末端生徒数含む。以下、生徒数）は、30,379人（同106.2％）となりました。 

 

＜第１教育事業＞ 

 当第２四半期連結累計期間のセグメントの業績は、売上高5,148百万円（前年同期比103.5％）、セグメント利益

947百万円（同106.2％）となりました。生徒数の増加（同103.1％、前年同期に比べ772人増加）が、増収と増益に

寄与しました。 

 当第２四半期連結累計期間の教室展開については、小中部で１校（ミュンヘン）を開校しました。また、個別指

導教室京進スクール・ワンのフランチャイズ事業において２教室を開校し、２教室を閉鎖しました。この結果、当

連結会計年度末の当グループ全体の個別指導教室数は、243教室（うちフランチャイズ106教室）、小中部（77

校）、高校部（11校）、Net学習センター（１拠点）をあわせた、セグメント全体の拠点数は、332となりました。 

 

＜第２教育事業＞ 

 当第２四半期連結累計期間のセグメントの業績は、日本語教育事業の生徒数増加により、売上高は前年同期に比

べ144百万円増加し、473百万円（前年同期比143.7％）となりました。この結果セグメント損失は25百万円とな

り、前年同期に比べ損失額が16百万円減少しました。当セグメントは日本語教育事業と国際人材交流事業からなり

ますが、セグメントの損失の大半は、費用が売上に1～２年先行して発生するという国際人材交流事業の事業特性

に起因するものです。なお、当第２四半期連結累計期間の教室展開につきましては、平成28年６月に神戸日本語学

院を事業譲受し、日本語学校の校数は８校となりました。 

 

＜第３教育事業＞ 

 当第２四半期連結累計期間のセグメントの業績は、保育園・英会話教室の園数・校数の増加（保育園数は、前年

同期末に比べ13園増加、英会話教室は、前年同期末に比べ３校増加）と、既存の保育園・英会話教室の児童・生徒

数の順調な伸びにより、売上高は、1,064百万円（前年比172.0％）となりました。セグメント利益は、34百万円

（前年同期３百万円の損失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、9,900百万円となり、前連結会計年度末に比べ590百万円増加しまし

た。流動資産は、2,637百万円となり291百万円増加しました。主な要因は、現金及び預金の増加300百万円、売掛

金の増加37百万円、繰延税金資産の増加32百万円、その他の減少66百万円等です。固定資産は7,262百万円とな

り、299百万円増加しました。有形固定資産は、4,538百万円（153百万円増加）となりました。無形固定資産は、

738百万円（86百万円増加）となりました。投資その他の資産は、1,985百万円（58百万円増加）となりました。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、6,814百万円となり、前連結会計年度末に比べ、353百万円増加しま

した。流動負債は、3,358百万円となり62百万円減少しました。主な要因は、短期借入金の減少500百万円、1年内

返済予定の長期借入金の増加139百万円、未払金の増加90百万円、未払法人税等の増加77百万円、その他の増加159

百万円等です。固定負債は3,456百万円となり、415百万円増加しました。主な要因は、長期借入金の増加343百万

円、退職給付に係る負債の増加67百万円等です。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、3,086百万円となり、前連結会計年度末に比べ、236百万円増加し

ました。主な要因は、利益剰余金の増加252百万円、為替換算調整勘定の減少26百万円等です。この結果、自己資

本比率は、前連結会計年度末30.6％から0.6ポイント上昇し31.2％になりました。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、以下に記載のキャッシュ・フローにより1,482百万円と

なり、前第２四半期連結会計期間に比べ、468百万円増加しました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益489百万円、減価償却費137百万円、退職給付

に係る負債の増加70百万円、前受金の増加77百万円、未払費用の増加54百万円、未払金の増加64百万円、法人税等

の支払額128百万円等が発生しました。この結果、営業活動によるキャッシュ・フローは、816百万円の収入（前年

同期は464百万円の収入、前年同期に比べ352百万円の収入増加）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出206百万円、無形固定資産の取得による

支出41百万円、敷金及び保証金の差入による支出40百万円、新規子会社株式の取得に係る前払支出150百万円等が

発生しました。この結果、投資活動によるキャッシュ・フローは、424百万円の支出（前年同期は144百万円の支

出、前年同期に比べ280百万円の支出増加）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純減額500百万円、長期借入れによる収入900百万円、長期

借入金の返済による支出417百万円、配当金の支払額54百万円が発生しました。この結果、財務活動によるキャッ

シュ・フローは、71百万円の支出（前年同期は117百万円の支出、前年同期に比べ46百万円の支出減少）となりま

した。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年５月期の連結業績予想につきましては、平成28年７月11日に公表いたしました業績予想から変更はあり

ません。

 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在入手している情報に基づいて当社が判断したものであり、

実際の業績は様々な要因により予想数値と異なる結果になる可能性があります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,442,892 1,743,754 

売掛金 185,725 222,842 

商品 59,045 54,789 

貯蔵品 18,717 10,966 

繰延税金資産 136,136 169,077 

その他 531,211 465,081 

貸倒引当金 △26,897 △28,622 

流動資産合計 2,346,830 2,637,888 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,328,599 2,569,599 

土地 1,795,900 1,835,848 

建設仮勘定 150,966 － 

その他 109,284 133,201 

有形固定資産合計 4,384,750 4,538,650 

無形固定資産    

のれん 599,984 650,302 

その他 51,256 87,918 

無形固定資産合計 651,241 738,221 

投資その他の資産    

投資有価証券 109,955 122,122 

繰延税金資産 636,914 646,805 

敷金及び保証金 1,039,403 1,077,670 

その他 143,918 141,814 

貸倒引当金 △2,581 △2,500 

投資その他の資産合計 1,927,610 1,985,912 

固定資産合計 6,963,601 7,262,784 

資産合計 9,310,432 9,900,672 

 

- 4 -

(株)京進(4735) 平成29年５月期 第２四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年５月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年11月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 16,051 20,704 

短期借入金 1,200,000 700,000 

1年内返済予定の長期借入金 745,707 884,818 

未払金 372,438 462,703 

未払法人税等 157,834 235,508 

賞与引当金 48,966 40,206 

役員退職慰労引当金 25,577 － 

資産除去債務 3,855 4,633 

その他 849,719 1,009,452 

流動負債合計 3,420,150 3,358,025 

固定負債    

長期借入金 1,301,924 1,645,401 

退職給付に係る負債 1,325,182 1,392,979 

役員退職慰労引当金 244,330 250,266 

資産除去債務 103,989 104,118 

繰延税金負債 33,236 35,714 

その他 32,482 28,138 

固定負債合計 3,041,144 3,456,618 

負債合計 6,461,294 6,814,644 

純資産の部    

株主資本    

資本金 327,893 327,893 

資本剰余金 263,954 263,954 

利益剰余金 2,235,964 2,488,531 

自己株式 △1,432 △1,449 

株主資本合計 2,826,379 3,078,929 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 25,887 34,950 

為替換算調整勘定 50,451 23,882 

退職給付に係る調整累計額 △53,579 △51,733 

その他の包括利益累計額合計 22,759 7,098 

純資産合計 2,849,138 3,086,028 

負債純資産合計 9,310,432 9,900,672 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年11月30日) 

売上高 5,922,004 6,683,238 

売上原価 4,230,299 4,750,595 

売上総利益 1,691,705 1,932,643 

販売費及び一般管理費 1,298,744 1,461,956 

営業利益 392,960 470,687 

営業外収益    

受取利息 2,446 1,254 

受取配当金 2,188 1,521 

雑収入 11,180 15,000 

営業外収益合計 15,815 17,776 

営業外費用    

支払利息 9,239 7,672 

為替差損 1,790 3,960 

貸倒引当金繰入額 650 61 

持分法による投資損失 2,367 416 

雑損失 147 414 

営業外費用合計 14,195 12,525 

経常利益 394,580 475,937 

特別利益    

補助金収入 － 20,516 

特別利益合計 － 20,516 

特別損失    

減損損失 29,660 7,014 

固定資産除却損 44 26 

特別損失合計 29,704 7,041 

税金等調整前四半期純利益 364,875 489,413 

法人税、住民税及び事業税 159,556 190,704 

法人税等調整額 △15,864 △8,220 

法人税等合計 143,691 182,483 

四半期純利益 221,183 306,929 

親会社株主に帰属する四半期純利益 221,183 306,929 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年11月30日) 

四半期純利益 221,183 306,929 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △6,267 9,063 

為替換算調整勘定 3,541 △26,276 

退職給付に係る調整額 △1,554 1,845 

持分法適用会社に対する持分相当額 △61 △293 

その他の包括利益合計 △4,341 △15,660 

四半期包括利益 216,842 291,269 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 216,842 291,269 

 

- 7 -

(株)京進(4735) 平成29年５月期 第２四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 364,875 489,413 

減価償却費 118,423 137,840 

減損損失 29,660 7,014 

のれん償却額 29,082 32,937 

長期前払費用償却額 5,085 6,664 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 39,654 70,465 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19,565 △19,641 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,437 △8,759 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,850 1,643 

受取利息及び受取配当金 △4,634 △2,776 

支払利息 9,239 7,672 

固定資産除却損 44 26 

補助金収入 － △30,199 

持分法による投資損益（△は益） 2,367 416 

売上債権の増減額（△は増加） △21,183 △37,749 

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,053 11,798 

前受金の増減額（△は減少） 51,716 77,826 

仕入債務の増減額（△は減少） 3,305 6,435 

未払消費税等の増減額（△は減少） △121,510 △11,791 

未払金の増減額（△は減少） △26,767 64,233 

未払費用の増減額（△は減少） 64,405 54,849 

その他 25,994 92,173 

小計 555,536 950,495 

利息及び配当金の受取額 4,018 2,108 

利息の支払額 △9,342 △7,334 

法人税等の支払額 △85,812 △128,748 

営業活動によるキャッシュ・フロー 464,398 816,520 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年６月１日 

 至 平成27年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年６月１日 
 至 平成28年11月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △112,140 △206,128 

無形固定資産の取得による支出 △6,762 △41,259 

敷金及び保証金の差入による支出 △20,919 △40,150 

敷金及び保証金の回収による収入 935 921 

長期前払費用の取得による支出 △8,075 △9,541 

補助金の受取額 － 20,516 

新規子会社株式の取得に係る前払支出 － △150,000 

資産除去債務の履行による支出 － △3,240 

その他 2,510 4,265 

投資活動によるキャッシュ・フロー △144,451 △424,616 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △500,000 

長期借入れによる収入 600,000 900,000 

長期借入金の返済による支出 △369,619 △417,412 

自己株式の取得による支出 － △16 

配当金の支払額 △48,127 △54,180 

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,746 △71,608 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,279 △10,290 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 203,480 310,005 

現金及び現金同等物の期首残高 810,498 1,172,946 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,013,979 1,482,951 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年６月１日 至 平成27年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結損益 

計算書計上額 

(注)２   第１教育事業 第２教育事業 第３教育事業 

売上高            

外部顧客への売上高 4,975,228 328,104 618,670 5,922,004 － 5,922,004 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 1,725 － 1,725 △1,725 － 

計 4,975,228 329,830 618,670 5,923,730 △1,725 5,922,004 

セグメント利益又は損

失（△） 
891,947 △41,870 △3,835 846,241 △453,280 392,960 

 
(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△453,280千円には、各報告セグメントに配分されない全

社費用△466,837千円及びその他の調整額13,556千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

  ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 (固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

 

 (のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

 

 (重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年６月１日 至 平成28年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結損益 

計算書計上額 

(注)２   第１教育事業 第２教育事業 第３教育事業 

売上高            

外部顧客への売上高 5,148,150 470,968 1,064,118 6,683,238 － 6,683,238 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 3,016 － 3,016 △3,016 － 

計 5,148,150 473,985 1,064,118 6,686,255 △3,016 6,683,238 

セグメント利益又は損

失（△） 
947,252 △25,255 34,823 956,820 △486,133 470,687 

 
(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△486,133千円には、各報告セグメントに配分されない全

社費用△511,844千円及びその他の調整額25,711千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

  ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 (固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

 

 (のれんの金額の重要な変動)

「第２教育事業」セグメントにおいて、平成28年６月１日付けで株式会社日中文化産業より神戸日本語

学院に関する事業を譲受けました。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期

間においては83,256千円であります。

 

 (重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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